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スピントルク発振器は、ナノスケールにおいて高効率に動作する非線形発振素子として、レザ

バーコンピューティング[1]や画像認識[2]などへの応用が注目されている。その挙動はランダウ＝

リフシッツ＝ギルバート（LLG）方程式により記述され、同方程式には外部磁場、電流、ダンピ

ング定数など複数のパラメータが含まれる。これまで、これらのパラメータは主にグリッドサー

チにより最適化されてきた。 

本発表では、スピントルク発振器を記述するランダウ・リフ

シッツ・ギルバート方程式に adjoint method[3]を適用することで

勾配降下法を用いて方程式のパラメータの最適な値を求める[4, 

5]。まず初めに、シミュレーションによって作られたダイナミ

クスを教師データとして、そのシミュレーションで用いられた

パラメータ（外部磁場、電流、ダンピング定数）の値を推定す

るタスクを解いた。その結果、１パラメータ推定が高精度で行

えるという結果が得られた（Fig. 1）。2 パラメータ推定につい

ても学習率の設定を適切に調節することによって高い精度が

得られた。次に、画像認識タスク（MNIST および CIFAR-10）

において、入力層、スピントルク発振器の結合系のパラメータ

（外部磁場、電流、ダンピング）、出力層のチューニングを行

った。その結果、スピントルク発振器のパラメータのチューニ

ングを行うことによってより高い精度が得られるという結果

が得られた（Fig. 2）。 
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